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「古都奈良・京都と歴史的景観の保全」の 3 回実施した。このうち 2 回の授業ではワークシートに一
言コメント欄を設け，授業の感想や教員への要望等を生徒に記してもらった。それを参考に授業の反











一方で課題の 1つが，授業実践である。前述した 3 回の授業では，理論を意識した授業づくりが実
施できていない。たとえば，創発性を期待するような授業づくりである。生徒と教員が互いに「市民
的アイデンティティ」を高めることを重視するならば，ワークシートの一言コメント欄を超えるよう
な方法や手立てがあるはずである。したがって，今後は上田薫が紹介する座席表型指導案，全体の景
色，カルテ，抽出児を二人称的アプローチで分析し，それらを改良をして授業開発を行いたい。 
また，学校の実践共同体を超えて市民社会に参加し，市民と対話することにより，市民的アイデン
ティティの形成がより高まると考える。なぜなら，市民もまた複数の実践共同体に参加しており，そ
こでアイデンティティが形成されているため，様々な立場の市民の対話が予想されるからである。市
民社会に参加することで，市民社会の発展にも貢献できる可能性がある。しかしながら，「身近な地域
の調査」での授業は，市民との交流の時間を設けていないため，学校課題探究実習ではそれを補うよ
うにしたい。 
 
